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　待ちに待った本が刊行された．大
腸内視鏡の世界のトップリーダーで
ある著者による，質の高い大腸内視
鏡診療をめざすすべての消化器内視
鏡医のための教科書である．序文に
書かれているように，“初版時の時
代背景と異なる内視鏡の世界が到来
しており，診断・治療面でのドラス
ティックな変化の中で，大腸内視鏡
挿入法が万古不易のままではありえ
ない”というコンセプトでまとめら
れた本書は，まさに軸保持短縮法を
軸とし，安全で確実な大腸内視鏡挿
入法について，豊富なイラストや内
視鏡像を用いてわかりやすく解説し
ている．また本書は，『大腸内視鏡
挿入法』と題しているが，内容とし
ては大腸内視鏡に関する基礎のみな
らず，大腸内視鏡の診断，治療に関
する最新の情報もコンパクトに掲載
されている．
　さて，初版の発刊以来 15年が経
過し，この間に蓄積された豊富な経
験に基づき，そして機器の改良，進
歩により挿入法も進化しているが，
その基本は one man methodである
ことに変わりがない．そして，挿入
技術とともに変わらないのが心構え
である．確かに以前に比べると，新

しい機器の登場，適切な上級医によ
る指導，シミュレーターやコロンモ
デルによる修練などにより挿入が比
較的容易になったことは事実であ
る．しかしながら，上部消化管内視
鏡に比し大腸内視鏡検査は難しい手
技であり，また，ベテランであって
も挿入困難例に遭遇することはまれ
ではない．そこで重要なのは著者が
強調している“熱意と忍耐”であ
る．すなわち，“急がば廻れ”であ
り，基本に立ち返る心構えである．
その難しさを安全，確実に乗り越え
ていくための解説が具体的に，わか
りやすく書かれている．そのわかり
やすさは，“現場のみが教える珠宝
の言葉・真実（序文より）”に裏打ち
されているためである．これに加え
て，もう 1つの本書の特色は，豊富
な COLUMNとして記載されたコ
メントである．基本は外科医であ
り，またスポーツマンである著者な
らではのコメントであり，スポーツ
になぞらえた含蓄のある内容であ
り，大変楽しく読める．
　一方，大腸内視鏡手技の難しさか
ら，新たな大腸の検査法としてカプ
セル内視鏡や CTC（CT colonogra-

phy）が開発され，臨床応用されて

きている．しかしながら，適切な大
腸疾患の診断，治療のためには内視
鏡のスムーズな挿入と操作が不可欠
なことは自明であり，その意味で，
本書はまさに大腸内視鏡の基本とな
る教科書である．本書を手にする
と，豊富なイラスト，写真，そして
適切な解説のおかげで具体的なイ
メージが想起され，すぐにでも大腸
内視鏡ができそうな気になってく
る．その意味で，DVDが付いてい
ればもっと……，と願うのはやや欲
張りなのかもしれない．しかしなが
ら，内視鏡診療の基礎や応用に関す
る教育法として，DVDなどを用い
た e-learningが今後の検討課題とし
て考えられるが，その場合，本書の
内容はその第一候補になることは間
違いない．
　いずれにしても，本書は，消化器
内視鏡の初心者にとっては大腸内視
鏡の入門書であり，同時にベテラン
にとっても自己の研鑽，そして若手
の教育のための指導書として必須の
本である．すべての消化器内視鏡医
に強く推薦したい．
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